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シンポジウム 1：内分泌外科医の教育：若手医師が求めるもの



ある内科医からの鋭い指摘

『そもそも耳鼻科でできること
なのに、なぜ内分泌外科医を増
やす必要があるの？』



若手をつなぐプラットホーム
⚫内分泌外科学は、外科、耳鼻科、内科（内分泌内科・腫瘍内科）、泌尿器、放射線、
病理、小児科、女性科などの幅広い領域をまたぎ、内分泌器官の診療と治療を担う
重要な分野。

⚫課題：医師数の減少、診療科への理解不足、研修環境の限定

⚫医学生や若手医師の間では、内分泌外科が具体的にどのような役割を果たすかが十
分に知られていない現状があり、進路としての選択肢に入りづらいという問題も指
摘。

⚫これらの課題を克服するためには、若手医師や医学生を対象に、内分泌学の魅力や
重要性を発信するとともに、学びと交流の場を提供する仕組みが必要である。その
一環として、若手医師や医学生をつなぎ、内分泌分野での成長を支援する「プラッ
トフォーム」を立ち上げた。大学や病院間での緩やかなネットワークを構築し、オ
ンラインプラットフォームを通じた交流、専門知識の共有やキャリア支援を行って
いきたい。

⚫特に、症例検討や手術動画等といった実践的なコンテンツの提供、ロールモデルと
なる医師との交流機会を創出し、若手へ魅力を伝える機会を重視したい。これによ
り、若手医師同士の相互交流支援を促進し、内分泌領域への関心を高めるとともに、
将来の医療現場を支える人材の確保を目指したい。

⚫我々の使命は、先人から受けついだ知識や技術を絶やさず継承し、若手医師が安心
して将来像を描きキャリアを築ける環境づくりを支え、以て業界全体の発展に寄与
することと考える。業界全体で若手を大切に育てていく雰囲気を醸成していきたい。
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自己紹介



氏名：山下智
医師年数：１６年
役職：助教
卒業：東海大学
初期研修：東京医大
前期外勤：同愛記念病院外科
後期外勤：国立国際医療セン
ター食道胃外科
大学院：病理部で研究
→院内唯一の内分泌外科医へ



東大外科プログラム

前期外勤：同愛記念病院胃食道乳腺
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東大胃食道

初期研修仲間

第二外科が一番大変だった

オーベンのロブション感謝会



後期外勤：国立国際医療センター
レジ時代

医師6～8年目山下智手術症例数

症例数

全症例 433
術者 152
助手 281

2015年4月～2017年3月



フェローとして後輩の手術前立ち



はじめての海外学会



研修医たちとシンガポール



かけがえのない同僚に恵まれ



結婚・出産を経て



NCGM外科の大医局を卒業



東大内分泌外科の紹介



ホルモン異常による病気（内分泌疾患）を診療し、診断やホルモン臓器に対しての
外科的治療を専門にする。内分泌内科に呼応する形で産まれ、専門医は全国に
僅かで、専門性と希少性の高い分野。発祥は東大卒藤本吉秀Dr

一般外科をベースに体表外科である甲状腺や副甲状腺、乳腺、腹腔内では副腎、
膵臓を専門に扱うことが一般的。現在当科では甲状腺・副甲状腺疾患を扱う。

甲状腺疾患の潜在的な罹患者数は多く、日本人の3割程度に甲状腺疾患をもつ可
能性が指摘されている。また、女性に多い疾患で、落ち着いた経過を生涯にわた
って経過観察していくことが一般的である。

手術やエコーガイド下穿刺手技のみならず、内分泌の知識や診断学、頚部超音波
、ホルモン値や血清カルシウム・ビタミンD値の解釈などの内科的知識も要求され
る。専門医が少ない特殊診療科であるからこそ患者さんに求められるやりがいの
ある仕事です。

そもそも内分泌外科とは

良性疾患
バセドウ病、プランマー病、橋本病、腺腫様甲状腺腫（縦隔甲状
腺腫を含む）、原発性/続発性副甲状腺機能亢進症

悪性疾患 甲状腺癌、副甲状腺癌



東大第三外科胃食道乳腺内分泌
のメンバー 矢印乳腺内分泌外科



乳腺内分泌外科 乳4人甲1人



胃食道外科 手術件数
胃癌の減少

教授交代



乳腺内分泌外科 手術件数



開局以来の当科甲状腺手術の推移 最近は100件
東大は全国36位 関東15位（2023年）
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東大病院関東10位

内分泌外科の名門
東京女子医大を抜いたのに

は驚愕！

近年クリニックが手術症例
数を集めているのも特徴

2023年治療実績 読売新聞多摩地区2025年4月27日朝刊



東大病院内分泌外科の連携

NST

外科医内泌内科医

地域連携部

循環器内科医
ICU

耳鼻科医 放科医

伊藤病院 金地病院 日本医大 女子医大
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酒井康生：日麻会誌42(3):262-268,2022.
より改変

形成

キャンサーボード

垣根の低い
雰囲気
ｺﾝｻﾙﾄし易い



主な外科系診療科の棲み分け
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局所進行
悪性腫瘍 良性腫瘍含む

肺転移切除
縦隔腫瘍

嚥下障害に
対する介入



⚫関係部署：内分泌内科、耳鼻科・嚥下、放射線科、リハビ
リ、栄養NST、呼吸器外科、形成外科、胃食道外科

⚫耳鼻科腫瘍グループ齊藤先生、放射線科扇田先生、形成外
科藤澤先生に電話で気軽にコンサルトし合える関係 助け
合いの気持ち

⚫病棟勉強会通して病棟Nsとの連携
⚫自分一人では微力、就任直後に前任者離任し不安があった
が、支えてくれる皆様の仲間意識に支えられている。

東大病院の強み＝連携力

内分泌内科
槙田Dr

耳鼻科頭頸外科
齊藤Dr

呼吸器外科
中尾Dr

放射線科
扇田Dr

胃食道外科
瀬戸Prof



東大手術症例の基礎疾患の内訳



ASA-PSと基礎疾患



併診科・コンサルト数（麻酔科・歯科口腔外科以外）



若手育成と
プラットホーム



2025年 外科学会＠仙台



早朝予演会2025年外科学会仙台



医学生6年生 堀添惠さん



5年生金子なるみさん内海智玖君



専攻医望月Dr・八木橋Dr発表



合同懇親会 国立国際+鹿児島大



遊ぶとき遊ぶ



2026年外科学会北海道も募集中

⚫5年黒瀬君：希少癌副甲状腺癌5例の
臨床病理学的検討

⚫5年永田さん：乳腺疾患



若手をつなぐプラットホーム
⚫内分泌外科学は、外科、耳鼻科、内科（内分泌内科・腫瘍内科）、泌尿器、放射線、
病理、小児科、女性科などの幅広い領域をまたぎ、内分泌器官の診療と治療を担う
重要な分野。

⚫課題：医師数の減少、診療科への理解不足、研修環境の限定

⚫医学生や若手医師の間では、内分泌外科が具体的にどのような役割を果たすかが十
分に知られていない現状があり、進路としての選択肢に入りづらいという問題も指
摘。

⚫これらの課題を克服するためには、若手医師や医学生を対象に、内分泌学の魅力や
重要性を発信するとともに、学びと交流の場を提供する仕組みが必要である。その
一環として、若手医師や医学生をつなぎ、内分泌分野での成長を支援する「プラッ
トフォーム」を立ち上げた。大学や病院間での緩やかなネットワークを構築し、オ
ンラインプラットフォームを通じた交流、専門知識の共有やキャリア支援を行って
いきたい。

⚫特に、症例検討や手術動画等といった実践的なコンテンツの提供、ロールモデルと
なる医師との交流機会を創出し、若手へ魅力を伝える機会を重視したい。これによ
り、若手医師同士の相互交流支援を促進し、内分泌領域への関心を高めるとともに、
将来の医療現場を支える人材の確保を目指したい。

⚫我々の使命は、先人から受けついだ知識や技術を絶やさず継承し、若手医師が安心
して将来像を描きキャリアを築ける環境づくりを支え、以て業界全体の発展に寄与
することと考える。業界全体で若手を大切に育てていく雰囲気を醸成していきたい。



若手をつなぐプラットホーム



このプラットホームでできること



将来性



土曜1日の内分泌外科外来収益

⚫内分泌は開業にも役立つ
⚫甲状腺外科が出来れば甲状腺内科もできる
⚫エコー一本で開業可能
⚫エコー＋採血で窓口収入3割6～7千円約2万円、1
日10人患者さんみれば収益確保
⚫甲状腺採血はTgAb TRAb 免疫学的判断料が算定
⚫甲状腺疾患は特定疾患管理料の算定可能
⚫処方のみでも3割負担で窓口収入約1500円(3割)
⚫患者さんを一生涯にわたってフォロー

62人で
73万円 社保 国保



内分泌外科医を取り巻く課題
⚫外科医の減少は著しい。一般外科が減少する中で内分泌外科も減少衰退する未来は
容易に予想される。

⚫しかし、中国の癌統計の動向もそうであるように内分泌疾患、甲状腺癌の発見率は
健診普及により20%増加、女性癌の第四位と今後増加の一途をたどっている。

⚫患者需要と医療供給のアンバランスが生まれている。

⚫これからの高齢化社会を迎えるにあたり、多併存疾患をかかえる患者が増えて、甲
状腺単科専門病院での管理よりは、総合病院での手術適応となる患者が増えてくる。

⚫日本の内分泌外科診療は、伊藤、隈、野口、金地、山下といった専門病院に患者も
専門医師も集中するが、とりわけ大学病院や地域総合病院での内分泌外科は標榜科
や在籍医局員もすくなく、多くの外来患者を抱えて多忙を極めている。

⚫我々のような希少外科に対する目に見えた保護措置や将来的な抜本的解決策の提案
はなく、

⚫押し寄せてくる患者に対して、数少ない専門医師が責任感をもって日々の診療にあ
たっている。多忙な先輩達の姿をみて、入ってくる後輩も少ない。

⚫外科医の保護、新たな若手外科医師育成に対する具体的な対策や予算確保について
などが必要



Thyroid Cancer Incidence and Mortality

Thyroid Cancer Incidence and Mortality, 1975 to 2009Trends are shown for thyroid cancer of all histologic types. 

Incidence data are from Surveillance, Epidemiology, and End Results (SEER) 9, 1975 to 2009, maintained by the 

National Cancer Institute, National Institutes of Health, released April 2012, based on the November 2011 

submission. Mortality data are from the National Center for Vital Statistics.

JAMA Otolaryngol Head Neck Surg. 2014;140(4):317-322.

検査の発展（
CT/PET）で
偶発発見が
増加。

死亡率不変



甲状腺癌罹患率 （2014年）
男性 6.6人
女性 １7.9人
(10万人当たり）

甲状腺癌死亡率 （2017年）
男性 0.9人
女性 1.9人

罹患率は増えつつあるが、死亡率はほぼ横ばい
しかし甲状腺診療医・内分泌外科医は希少、専門医400人
ほぼ専門病院（伊藤・隅・野口）＋金地に医師と患者が集中
併存症多数ある総合的治療が必要な患者への手術が課題

甲状腺腫瘍の疫学

中国では、甲状腺がん
の発生率は毎年20％

ずつ増加、都市部の女
性で4番目に多い悪性

腫瘍。
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⚫他科・多職種連携のチーム医療
による周術期管理麻酔嚥下ﾘﾊ

⚫多併存症への対応術前院内ｺﾝｻﾙﾄ

⚫内分泌内科・耳鼻科の協力体制

⚫手術・術後管理の定型化

⚫デバイス：NIM反回神経ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ、
ﾘｶﾞｼｭｱ ﾊﾞｲｸﾗﾝﾌﾟ

⚫皆が見える術野づくり術野ｶﾒﾗ

⚫安定した術者・助手メンバー

甲状腺外科の活動と目標

⚫外科医人材確保

⚫術者100例に早期到達

→術者集約化 手術ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ

⚫手術症例数↑ 紹介患者数↑

⚫甲状腺外来定型化受入体制↑

⚫技術継承・後進の人材育成

⚫動画撮影による検証

⚫同じ手術を繰り返し

⚫短時間で確実な反回神経処理

【近年の術者別症例数】
専門医条件：100症例
年約50例の甲状腺症例を大切に
最短3-5年での術者症例の獲得計画

専
門
医
育
成

安
全
な
手
術

専門医取得済 （2023年3月末時点）
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